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※研究概要（Summary ）： 

 近年、有害なガスから身の安全を確保するためのガ

スセンサ、リサイクル現場での成分毎の仕分け、発生

するガスの解析による食物の管理、人体から排出され

る物質の解析による健康管理等に応用できる、多成分

の解析が可能な小型センサの必要性が増している．多

成分の解析をおこなう手法として赤外分光法が以前

より有力であり、我々は、3 次元コーナーキューブミ

ラーを搭載したウィシュボーン干渉計型からなるフ

ーリエ変換赤外分光計の作製を目指している． 

 
※実験（Experimental）： 

 シリコンと陽極接合できる Tempax ガラスを土台に

シリコンの櫛歯型静電アクチュエータを有する干渉

計を作製する。そこで、ガラスのサンドブラスト加工

を行った。また、デバイスの最終工程において、水中

でのレーザー加工があり、本加工後は、干渉計はバネ

部が弱いために自然乾燥させてしまっては、アクチュ

エータ部が水の表面張力で張り付いてしまう問題が

あるため、超臨界二酸化炭素乾燥装置を用いてデバイ

スを乾燥させた。 

   

※結果と考察（Results and Discussion）： 

作製した回転型櫛歯電極静電アクチュエータの駆

動性能評価をおこなった．静電アクチュエータの電極

の配置は図 1 に示す通りである。反時計回り方向へ回

転駆動するための電極をチャンネル 1 (CH1) 、時計回

り方向へ駆動するための電極をチャンネル 2 (CH2) 

とした．図 2 に示す様に CH1 と CH2 には同じ波形を

持つ駆動電圧を 180°位相をずらして印加した．精密に

静電アクチュエータへの印加電圧に対する 3次元コー

ナーキューブミラー変位量を計測するためには、

He-Ne レーザー等を用いた干渉実験をおこなって 1 周

期あたりの干渉信号の数を数えるのが望ましい．しかし、

本研究で作製する静電アクチュエータの生み出す最大

変位量において、干渉信号の数を数え上げるのは数が膨

大であり困難である(理論上、静止位置から 4°回転し、

静止位置に戻ってくる間に観察される干渉信号の数は、

約 3000 である)．そのため最大変位量の測定は顕微鏡像

から回転角度を読み取るという簡易的手法でおこなっ

た． 

 
図１：静電アクチュエータ各電極 

 

図２：静電アクチュエータの駆動電圧 

 

図３に静電アクチュエータへの印加電圧に対するコ

ーナーキューブミラー変位量の実測値を、理論値と共に

示す．ここでは CH1 への印加電圧を正、CH2 への印加

電圧を負としている．実測値と理論値は -50 V から -100 

V の領域を除いて良く一致していることがわかる．一部

に不一致が生じた主な原因として、理論値ではばねの形

状を考慮していないことにある．計算を簡易化するため

にばね形状は直線型と仮定しておこなった．作製した静



電アクチュエータの最大変位量は 150 V を印加した

時の約 240 μm であることがわかった．このときの最

大光路差は約 960 μm であった． 

 
図３：作製した静電アクチュエータの電圧 - 変位量 

 
※その他・特記事項（Others）： 

なし 
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